平成2９年度　第５回気高地域振興会議議事概要
日　時　平成２９年１０月１９日（木）午後１時３０分から午後２時４０分
場　所　気高町コミュニティーセンター　２F大会議室
〔出席委員〕

西尾雅彦委員、田中洋二委員、河根裕二委員、池長綾子委員、池原隆秋委員、
田中敦志委員、横田昭男委員、水津文恵委員、三澤秀正委員、
〔欠席委員〕

松本弥生委員、荒尾 　極委員、米田克彦委員
〔事務局〕

武田敏男支所長、橋本浩之副支所長、木下敬一産業建設課長、

大角正道市民福祉課長、石井盛光地域振興課課長補佐、平井圭介次長、湯谷一也参事、鈴木聡参事、井戸垣美柾主事

［傍聴者］
1名
◎会議次第

１　開会

２　あいさつ
３　協議事項

　　（１）気高リサイクル・ドリームハウス利用方法について
４　報告事項
　　（１）ごみ焼却場の稼働停止について

　　（２）気高道の駅進捗状況について

　　（３）逢坂の教育を考える会要望書提出について
　　（４）浜村温泉館あり方検討会について

　　（５）視察研修報告について
５　その他
　　 　
６　閉会

◎議事概要

１　開会

２　あいさつ
３　協議事項

（１）気高リサイクル・ドリームハウス利用方法について
【事務局】Ｐ１に基づき説明。
【委員】利用者の内訳はどうか。
【事務局】Ｈ２９（9月末現在）の利用者数68人のうち木工室の利用者は30人、それ以外については、トールペイント、グラスアートなどの教室を研修室で利用されています。

【委員】利用日時の変更はあるのか。
【事務局】利用日時については変更ありません。ただし、土曜日、日曜日は予約なしで利用可能でしたが、変更後は、予約が必要となります。
【委員】中学校が授業で使用されていると思うが利用状況はどうか。
【事務局】Ｈ２８年度は、１０４日利用しております。

【委員】木工以外は、竹を使った作業は出来るのか。

【事務局】作業内容にもよりますが、研修室で作業は可能です。

【委員】竹細工などを作ることが出来れば、気高町観光センターを利用して、販売することも出来る。

【委員】木工用の機械が老朽化していると聞いているが更新しているのか。

【事務局】危険性のあるものは、専門的な機械でしたが一般の方でも利用しやすい機械に更新しています。
【委員】管理者の方は、指導ができるのか。

【事務局】現在は、操作方法を説明できる程度で、加工などの指導はしていません。

【委員】以前の管理者は、指導できていたと思うが、一般の方が、利用しにくいのではないのか。

【事務局】現在、シルバー人材センターに委託しており、指導が出来る人材がいない現状があります。
【委員】指導が出来る人材を確保することは、重要な課題であると思うので、検討をして頂きたい。

４　報告事項

（1） ごみ焼却場の稼働停止について

【事務局】Ｐ２に基づき説明。
特に意見なし。
（２）気高道の駅進捗状況について

【事務局】Ｐ３に基づき説明。
特に意見なし。
（３）逢坂の教育を考える会要望書提出について

【事務局】Ｐ４に基づき説明。
【委員】「気高町内の小学校と新設統合」という要望は、具体的な考えはあるのか。
【委員】気高町で１つの小学校という思いはあります。

【委員】新設統合は、場所や名称決定など大変な準備期間がかかる。逢坂小学校だけではなく、
気高町の教育としてどうするのか考えていく必要がある。
【委員】上下関係やグループの関係は、小さな小学校は、学べる環境にあると思う。小学校のあり方かは地域が決めることであると思います。
【委員】酒津が宝木小学校と統合した時は、問題があったのか。
【委員】大きな問題はなかったと思います。

（４）浜村温泉館あり方検討会について
【事務局】Ｐ５～Ｐ６に基づき説明。
【委員】鳥取市としては、浜村温泉館の方向性はどのように考えているのか。
【事務局】鳥取市としては、浜村温泉館を地域活性化の拠点、地元が運営できるような施設として、さまざまな意見を伺いながらあり方を検討しているところです。
【委員】再開に向けた取り組みを住民に周知していかないと盛り上がっていかない。課題を明確にしてスケジュールを立てながら進めて行く必要がある。
（５）視察研修報告について

【事務局】別紙１に基づき説明。
あらエッサを視察しての意見

・店舗の形態としては、気高の道の駅と似ている部分があるが、指定管理で運営していく気高道の駅とは分けて考える必要がある。

・イベントを盛んに行っているようで、ソフト面での地域との関わりは参考にしていく必要がある。
たたらば壱番地を視察しての意見
　・指定管理という面では、気高道の駅と同じであるが、テナントとして入っている業者の集合体という形態である。指定管理料と個々の店舗の売り上げをもとに運営していく形態は気高の場合とは違うようである。指定管理で行っていく場合の厳しさを感じた。やはり、ある程度の人員を配置して戦力を進めることが必要と感じた。
気高道の駅　運営方法、周辺地域とのかかわりについて
・運営方法については、公設民営で指定管理による運営が決まっている。スムーズな立ち上がりのためにも、早く指定管理者として決定するべきである。
・観光振興の拠点施設として、３町への導線として観光情報や特産品情報を発信する場であってもらいたい。
・西いなばの歴史観光文化などを紹介する看板やパンフレットも必要です。各地域のお祭りなどを映像で紹介することも大事です。さらには、道の駅を出発点とするサイクリングやガイドツアーなどに対応できると尚良い。四季折々に、道の駅の広場でイベントを開催して地域文化や特産品のPRすることが必要です。道の駅から周辺地域に行ってみたいと思ってもらえる仕掛けが必要と思います。
・パンフレットは、１枚にまとめ、折り方を工夫して見やすくしたい。
・視察した道の駅は、木造であり、業種・販売品目毎に別棟或いは別棟に近い作りであった。匂いの問題もあり、衛生上でも良い。特にトイレは駐車場に近く、別棟であった。

・農水産物は、常に新選なもの提供しなければならない。そのために生産者団体の育成などをしないままで、運営ができるのか不安である。鹿野、青谷を含めて、力を合わせて取り組んでいく必要がある。
５　その他

特になし。
６　　閉会
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